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H　方 法

全国の鞭施謎対象として詔和50鱗（昭押5・年、

4月～51年3月）の1年間に退所したナベ吏め児童に闘

する診断。治療などの内容について，「退所児童に関す

る調査」を実施し，結果を分析したゲ’

　1、　「矯査」の項目　

　「退所児童に関する調査」の項目 はつぎのとおりであ
る。

①

②

③

④

㊨

性別

入所時の年齢

1収容・通園の別

問題行動の分類

障害の診断分類

　　⑥　知的発達状況の分類

　　⑦ 心理・証会的環擁の分類

　r⑧ 心理治療の分類

　”⑨ 家族治療の分類

　　⑩治療効果（転帰）

　　⑪『』退所時の処置・

　2、 「燗査」の対象

調醐象となった退所児聯棚デ3表の脚
である。

　3『r鯛査の分析の方法

　こ・め調査においては，情短施設あ治療体系にづいて1

緬的に・師糊的喉討魍琵よりも詔療ゆ
かわるさまざまな諸要素をすべでの施設を通じて横断的

に，統計的に分析し，情短施設に共通巷課題やあり方を

検討することに主眼をおいた。

田 結果と分析

　1』 収容部門

　（1）年齢について

　年齢別児童数は第∬一1表のとおりである。平均年齢

は9，5歳であるが，小学校高学年が最も多く，約45％を

占めている。 1このうち12歳の児童は，入所対象が12歳未

満を原則とトているため，治療期間並びに小学校から中

学轡の群上の蘭蟷外部願欧よっ畝所が
控えられる場合が多し・ため，少なくなっている。

　13歳以上ご（中学生）』の児童が7．6％みられるが，施設

NOr些0では，」．収容児堂全体の約半数が中学生とな？てお

り・鐸晦9も中学響入摩せてヤ1筒・

　収容部門における幼児の割合は．10％である。性別で

は，施設によってやや差があるが，・男女比の割合はほぽ

2：1となっているo

第皿r1表
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　（2）診断の内容について

脚施設においては・ 脚碑蜘御報霰紐
して甲いられる問題行動分類を，対象堺牽め諮啄ゐ一輿

菟ている甚丹な餌躰的な叩廓軌聾
彰こ轟監鵬る鞠医輸』臨恥酵触粒琳
に関する診断分類の必要性から，一部の情短施設良おい

供WHOが1960宰代後半か昏検講fしはじあ醜勲
精神障害に関する分類に基づき1 陣害の診断分類を試み

ていた。『

今回の調奪に掛てはi 上卸二つφ鱒⑳ず網
含むこととし，相互の分類の関連性を検討ず多とと癌ご1

今後とくに情緒障害に関する，より有効な診断分類を試

参る上での検討素材として活用することも考えてみた。

　a　問題行動r

　問題行動の分類は次のとおりである。

1．非社会的行動

1－1

1－2

1－3

1－4

1－5

絨黙

登校拒否

孤立，内気，小心

自閉症，自閉様症状

その他

2。反社会的行動

2－1

2－2

2－3

2－4

2－5

反抗，乱暴

盗み，持ち出し’

。怠、学

授業妨害

その他

3．・神経性習癖・［

　3－1チ9ク慶爪か

　　　、み1

　3」2夜尿，遺尿
　3－3　偏食，拒食

　3－4吃音こ
3－5　二その他　」

4・初吻騨御ン

（註）　自閉症，自閉症様症状は従来のものに追加
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網野値。情緒障害児短期治療施設匹お跡掛診断鹿治療の体系に関する研究

開爾勤牙些み娯聯購耳τ締φキ蘇饗剃
る1ド社会的行轟、％と半薮以上であり，そゐう1の

過半旛縛酬勲，．錐紬働多ヌ鎚縦翫
ている。ついセ孤立・内気・小心（10．6％），．繊黙：｝（5．9

％）などの順となっている。また自閉症敏自閉痘裸が6

名（3溶％）含まれている。　　’　 　　　一

　第皿一2表二、「・ロ【・1 ・さ』，ξ』こ∫
r、 』嘱、．ll 丁 」で1・1、』』r」i

どll；

非社会的行動・〕し

1男 女 計隊齢　鯵難騨を，鯉鯉禅会断購鱒醜有意
　　　　　　　　　　　　・，5％水準）

惣ll鰯鰍1旛拝熱麹穿澄校拒否がE倒醜
7瀞鍛麹多蕪稗脚糾ろ低鱗群が多い（とく1
ン、曇；自閉鷺害良、閉籏攣iき奥立ヲ内無・小心）。

　　また，「反社会」群では盗みゼ持ち膿しが低年齢，商

　年齢に専まぽ同じ割合なの比対し，．㌔その他の反抗㍗乱暴ゼ

灘驚講雛叢撫、鉾例論低年
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き峨鎌x瑠σ4き曳一1｝・耀騨）

．，㍗、、，．，？。、、、．、．、

　　こ橘さらにつ纏害の鞭蕪づ！焼てし1
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　　 b　障害の診断
　　 轄晦卵類は阻0の轄分類の1975年繭黙
　第1軸を参考と：してゴ、？ぎのように分類レ＃。し、

　　　　　（謁 R噸㌃瓢厩aい痴蜘t嚥痢
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』q〕E』常範瞬
　Nor貢レal

、照ar鮮鰍k，～繧レ

　　4’　疑1乙：ir卜、ゴ9

』♪1』反応性適応障害

改参中駐t参襲叩礼こ・三・

　　reacUdn

2．特殊発達障害・
Specif三c

　卓eセeI6pmenねl

　　aisorder

摘 要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マー早 ・S　

　入格発達上全く健全な状態と獄いえないまでも，それが正常範圏内にある場合，あるレ｝

｝乾謂絶御鱒鰹碗姻転藍“時的軸の証常範齢堵えられる糠⊃

⊃、ぐi、軍常篤囲内とは考κられな唾凌㍉1、：そ顧溝児童の全競的な発達障害にまで至らない場命。

　ここで分類されるものは，．比韓的陣害嬉限りがあり，11特殊状沢でφ反応であっ～り陀蟹

して可逆的で・殆どが短期問のもの　　　　　　1縁ご割

発達上生物学繊慰関連する遅れや異常がみられる鵬℃鱒医輔噛る嚇懲
経学的に何らかの症候群から二次的に派生しているものを除く。

肝のr2－1卸r2－8」一の何れかひとつ（磁してい砺舗畢軸嚥璽ζ？墾
乳 ㌧

｝1157 ，
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2－1

　多動性症候群

Hyp奄rkinetic・

　disorder

272

　言語陣害・

Speech＆
亙anguage

　r　disordゑr

2≒3’

　その他特殊学習

　障害

Q喰 騨ific・
　Iea町ning．

　disordもr

2－4

行卿節障害
Abnormal

Clu卵i皿ess

“deve10P魚en色1

　dyspraxia”

　 2」5　い』・

　　遺」尿1・症

・屯n滋eきiも』『．

　1一隻 ン■ 1・り　i－1』

　2－6　　　 こ1、 』1

　　遺糞症
　Eゆptesis．

2－7

Tiδ菖二、
ぐ’1い、、

n一

”2』』8一ドr11”＾

　吃　　音
、：黛聴騨亭＄

31・’索・♪1行糠r害1』

1紛騨るら』この囎軌鞘しなレ・発講甑いわゆ塘癖瞬叡爪力・み，指し謡．

ぶりなど）はこの分類がら除く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ

　行動全体比まとま1りや調節の欠けた極度め過活動・（σ悔raδもi》i呼），・注意敵逸性！（distr・

actibiiity）、し1衝動性などの障害がみられる場合。、1

　著しい気分易変性や攻撃性などもこの項目に入れる。一　．
、’

舗（騨中鮮 瞬マage）発駈の遅れ煙みのいずれかあるい尋ま就受も筋
才レる搬。

、、

．脳酢絶基欲⑩晦く・
　r先夫準無賄覚〕，∫受容悔朱語症」，r「運動性失語症」，「意味言語化（articulatゆn　speech）

陣割・ r難雛、（dyslariゴ）！などはζ頒囲こ入れる。

　吃音や場面鍼黙曝ご こに該当させず，吃音は「2－8吃音」へ， 場面絨黙は「4神経症」
か「1反応性適応障害jに分類される．

　　　　　r》・ 1’

　その但の発連素の学習陣害がみられる揚合．

る1讐轡魍r、隅轡蜘そ卿轡1噸轡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i

躍のぎ；鱒誉・㌧醐騰晒レ・は全繭縫蜘吻騰さがみられる擁剣

［＾o　 「貸

阿一！ノ1・’1ご》ξ・G

、　、　■

．身体各部にわたってひとつまたは次々どあらわれる症状をすべて含むが，爪渉みず帽し

ゃぶり，頭をうちつけるなどのせわしい動きや習癖，常同行為，トウレット症候群（「8」）

などは除く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、。

バチッ「クが神経症とくに強迫症状や重度の不安症状を伴ケ神経症のひとつの行為どし更あ

らわれる場合は 「4」に分類する♂、・．r　㍗　一’　』 　　　「階ぐ∫l　P：．奄～’：

，『

1≧
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第皿r4．表

正　常 範　囲　10　10．　20 11．8

反応性適応障害
11 1・122 12．9

1 臨

特殊発達、障害
多動悔症候群
言　語　障　害
その飽詩殊学習障害

行動調節障害
遺　　尿　　症
遺　　糞　　症
チ　　　ッ　　　ク

吃　　　　　・音

26　・7　　33
11　　4　　15

3

7　　2
4　　1

1・

3
9
5

1

19．4

8，8

工，8

5．5

2．9

0．6

素行障魯18725L童
神 経 症　27　17　44

精　　神　 病　8　2　10

｛幼児1瀞神病　2　2　4、
精神分裂 病

　そ　　の　　他　　6　　　　6

人格陣1害［114 妬

心 身 症　　1 1

そ の 他

25．9

5．9

2．4

3．5

8，9

0．6

正　．常　範　　囲。

反応性適応障害
特殊発達障．害
素　行　障　害
神　　　経　　　症

そ　　　の　　　他

計 1

1－9歳

6
14

27

17

8
9

81

11・歳ん

14

8
6
8

36

17

89

計

20

22

33

25

44

26

170

X2＝41，435・・…0，5％水準

計 112 　58　　　170 100∫0

　障害の診断別児牽数は第皿一3表のとおりである。障

害の診断分類のラち・羊として憐緒障害ゐ算ちゅうにあ

ると考えられるもめは，「正常範囲」， 「反応性適応障害」

「特殊発達障害」乳「素行障害」，「神経乖」 の5群（以下

「5群」と略す）であると考えられる♂結巣をみるとこ

の「5群」で全体の84，7％を占めている。「神経症」が

最も多く全体の％強を占め，次いで「特殊発達障害」，

「素行障害」，「反癒性適応障害」，「正常範囲」の順とな

っている。この外，「人格陣害」，「精神病」が各10例以

』上み，られ，』「心身症」が1例となっている。』

　年齢別では，低年齢群と高年齢群との間に有意な差が

みら静る1即ち， 「特殊発達障害」群は低年齢群に非常

に高い割合（3i，ε％）でみられ，次いで；1「紫行障害」

群（68，0％），「反応性」群（63，6％）となっている。一

方高年齢欝ではか「神経症」群が最も高い割合（8L8％）

を示し，次いで「正常範囲」群（70％），「その他」群

（65．4％）ξなっており極めて対比的である。（第皿一

4表）

　さらに，「正常範囲」群の児童（障害の程度は軽度と

考えられるが）は，高年齢群に多く，中学生が鯨強であ

る。12歳以上の児童の収容治療の実施可能性は，現在の

ところ特定の施設に限られているが，中学生などに対す

る治療については今後「正常範囲」群と「人格障害・精

神病」群を中心に検討していく必要が秀る。

　ζ；ろで，、悔緒陣害「5群」のうち，「特殊発達障害」

群については，心理的要因のみが強いものの外，脳波異

常，その他暴質的障害など他の要因が疑われる事例が多

く含まれている。心理治療の体系上は，後者の「特殊発

灘も劉はむしろ異なるものとし輿㌃麹いと

　以上障害の診断についてみてきたが，これを先め問題

行動との関連でさらに検討してみたレ｛。両者の連関衷は

第1圧』5表のとおりであり，その連関に有意な差がみら

れる。

第皿r5表

正常範囲　　　　　　工1
反応性適応障害

特殊発達障害　　　　　　き
素行障害
神　 経　　症　　　　　　31
そ　　の　　他

　　　　　　54　　計

3（註） 2 3 1．』20

3 ・4＝・ 9 10 22

14 3 12、・ 3 33

0 12
13、 0 レ25

7 O　l 11
｛

ト6 44

11 0 ∫6” 3 26

38 2・44い31・7q

X2＝119．430……0．5％水準

（註）　このうち， 自閉症・自閉症様の児童（6例）の

　 内訳けは，1助児精神痺3，行動調節障害2，人格

　障害王である。、

　関連性の強いものからあげるならば，「素行障害」 と

診断されたものはすぺて，「反社会」群に集中している。
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網野他・情緒障普児短期治療施設ば誇ゆる診断31溶療の体系に関する研究

また，「神経症」と診断されたものは1「非社会」群とく

に』［r登校拒否1群比多い♂1また≧1 r特殊発達陣害ゴ～…診

漸されたものは「非社会その他』稀珊「難傘，鯉1
他’群に多ヤ’。

　r硝範剛と診眺瑛もの⑫姻lr非社会」㌔
群（とくに「登校拒否」群）である。ざらに「反応性適

応騰害」 と診漸 ざ燕なも傑導空や、r厚荏禽ギ群腫多y》

が，「神経性習癖・その他』群葱除いてすべ紫⑫・問潭行』

動に関連している。

問題行動を障害の診断と結び？け，≧有効な診断の体系・

を確立させる上では』「特殊発達障害」と問題行動の関’

連㊧演り深く検討し，発達障害皆占めう情績障害④憩味

を鴨うかにすう鎚要があうう。1言しざ・、』ド rざ渥』

　また，「反麻悔璋騰障害上1礁？いて礪，，喬う悪味窓礪

簿絶障害9核樋婦票素輪確ヤやζ考 ネ夜典為

カ㍉陣礎断牙峰蝿納容嘩昏艇曾趨り・壇
？徹、渦。』 ll 』、ミ rロこ ト』 ll、～』

1
・ジ

一1：：バ

・．C 、（知的発連り状況｛窃 ㌃．Σ、
、　　、 　i、i

．』 1、

　今回4）調糞を通じて尽さ綿な知胸髪津状況嫉第耳rrす

蓑薮ε1とおり・であ犀レ。，＝』肉、1．、宅』二註請r二：、：冨：．ン） ”　．気．

　ξ聞覆行動別で瞳江［非社会惹の侮」 群殴学業不嬉 遅

・磯診断不物齢ウ興陣鯨（辱L賜》 ・拠酒仮
弊初慢恥施騨転で魯照．ン．』3恩

　：、さな障害り診断別で1蓬1議嘩殊発灘陣害↓ 群殖学業不

1撮騰診断不能の割解最郷rミ脚紛～迦》

1第皿一6表
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一』「 程度不明ド

　10
パぎ6

渉4

r1
』』

1’

1㌧191丁”1112
14

　1

4

8．2

．6

．4

診断不能
2 』　　2 1．2

計 、112
58 170t 100．δ

’

セドr紫磯鮒と嬉酉る一男亥別にみると蝶不

抽甥児に多 儲研勒弍』 騨及び正輝囲は蝉の
齢鵬舷樋嵯噸ら塵為・聾〒1蜘臼”｝価
％塞準）＝／ll． …；三∵敏』※ミ．

』
1一 　』一ダ1

（甑爆瞳の心衝社紳蹴について

麟轄の心脚螺とi心麗会願寧≧は鞠めて軍
要な闘連憐が疹るど考犀ち牲｛いるがi、ξぐに高理的環

舜じ㊥糠締晦瞳樋要嫉業で痴鈴
即調叡お収晦親脚勲靴すう脚賄噂
鼠繊関嘩壁鞭笏嚇騨難1マ雌文僻
灘きす難誓弊魍し璽轡1
　　　　　　　『P　

　　　　　　、　 1　　　

分 、類ひ項㍑目

・0・ζ正や常・範c曲I」；旨

．、1． 、親的養育φ障害

寸
171 1

』r！統制過剰

、『ll　』t

．1－2二』

∵、し統制欠乏

』要

一r r3 』τ

．．F：養育の矛盾・1 不一致　．

“ り　　～

1－45・

親鰯締の欠如

，　」

’

心珊社飾環麟淋に臆φ陣め要因と結びづいズいな暢合5『

　以下の「1－1」～「‡74」φ何れかに分類ずるず」』駆舜’詣．㌧ン

　　　　　　　　　　　　　　　卜 』二丁』 』』1
』1

ト』二一㌃
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、響響轡誓警1』△1☆』△』…、
．親の児童放任邦養育ぎの関や卑坤参桑ち為る揖倉9r

．．

1レ1、で、じ、、ヒ
こン、、

．、，
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2，家族関係障害

3．社余・文化的障害

4．そ の他

家族内関係（夫婦関係など）に敵蔵憎悪感憎や家犀崩壊あるいはそれに近い状

況がみられる揚合。

感情的もっれによる別居などはこめ項目に入れる。

職業弊畔ξ曝る別居ある轡・ 即嬬などは∫1τ4親麟劒蜘ゴ に

分類する。

家庭が，．』地域との交流に極度に矢けていたり ，孤立，酌鎖し之いる場合，地域や』

住宅環境などの社会・文化的条件に問題がみぢれる揚合。

その他明ぢかに障害の要因と結びついているものがある場合。1

第皿一了表

梯
正　　 常． 範㌃

、囲卜

親』1的一養』育一、の 障　害

女計1隙割合
31 3卜

エ8％
’一 8・ 34・122

13　36
2 19

、『
5 19

11 39

3　9

r71．8

21．2

11．2

11，2

22．9

5．3

11．8

社’ 文化『 一障害巨1回3L」監

難一斐鷲雛’13国613，5
計 國 58117ql…，・

心理9社会鰐擁別脚数は第恥7蓼叫籾であ
る。

「親的養育の障害」が最も多く7r8％を占め，他の障

魯との重複を含めると，全体の84．7％を占める。またこ

れに，「家族関係障害」のみを加えると，g6．5％となり，

情緒障害と親子，家族闘係の障害が密接な関連にあるこ

とを示している。、最も多い「親的養育め障害』の中で

は，「糊囎の蜘」（22・9％）「統騨剰j¢・・2％）

の両極が最も多い。「家族関係障齊』Lのみは11．8％であ

り，「社会・文化的障害」のみは3例であった。

問題鋤別では・ 「親的獅の障割 壱テついて・次φ

ような特徴がみられる。まず「統制過剰」ほ「非社会」

群に，「養育の欠如」は「反社会」群に多くみられ，箭

者は・「非社会その他」群にとりわけ多くみられる。ま

た親的養育の瞳害の璽複を含めた 「家族関係障害∫は，

「非社会」群及び，「神経駐習癖。そ⑳他」群に多くみら

れる。

　さらヒ，・「神経性習癖。その他」・勲ご「統制欠亡」，

「養育の欠如」に該当する蛮例はない♂これらの連関は

有意であった。（X2＝43，756…1』2．5％水準〉』

　これを陣害の診断別にみていくと，「反社会」群と連

関の高い「素行障害」に「養育の欠如」が多くみられ，

「非社会』群との連関の高い「神経症」群に「統制過剰

や「家族関係障害（親的養育の障啓の重複を含む）∫が

やや多くみられる傾向がある。しかし， 有意な程度セは

ない。また，「反応性適応障害」及び，丁特殊発達障害上

は，心理・祉会的環境にっレ碇も問題行蜘とめ麟ミと

同様に明瞭な関係がみられない。 このと とほ荷障害群

が，診断上，他の轄靴醸なづ腰棄を多ぐ含謎
おり1惰緒障害の診断上さらに検討を要するこどをごこ

でも示唆しているといえよう。 r・

（4）心理治療について

心理治療別にみた児童数は第皿一8表の』 潟1りでお’

る。r遊戯療法」を用いたものが全体の71溜％であり嶋

第皿一8表

遊 戯　　 療 法

圖女／計 隙酷，
81

個　人　遊　戯　療 法　　　　　　　　　　　38
個 人・集団遊戯療法　　　　　　　　　　　20
個人遊戯療法・作業療法　　　　　　　　　　　14
個 人遊戯療法・その他　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　集団遊戯療法・その他　　　　　　　　　　　4

4112271、8弩
15531 31．2”

gP
17．工

5　19　11．2
8 13　　 7．6

4　8、 4，7

カウソセリング・その他1・41gl231註 麹＄、5

讐挙’薫の農卜i卜！騰．

生活麟瀕・その他11・161・61…9．4

そ 』の 他回「誹・．2
計 1・・12158圓1・・．・
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網野価∫情緒障害1児短期治療施誰における診断窮治療の体系に関する研究

「個人遊戯療法」を主と して用いたものが圧倒的ビ多い。1

ピ鱒砥r個人コのみが3L2％次匪で丁駆」 琴巴r

主どして用い，「集団」を併用し準もりが174％廼あるを

r力靭切ソグ」を主として用唾岬ま13・吻とく

購卸心理骸師嫉 r蝉環麟鰍、瞠睡
お眺ものは9，魏である津舳卜ζ単独膿徽畑

も，し併用による治療の場合が多翠，半数を超沌てヤる。．

　年齢別にみ為と，f幼犀段階ゼは， 「集団遊戯療準」牽

禦て用瞬麹・輸曝1御魍r隼
活環境治療」 群， f個人遊戯療濠」群が次第に増え・．一商

年齢でr個人カウソセリソグj欝， r作業療法」などの

rξφ他僻の害1碗非常に醍なってお阪，凱弊

は有意な差がみられた（第皿一 9表〉。＿れをさらに問

題働別醜連さ誓鰍ll鱒、虞ぎめよう塒欝
ある。まず＝膠膨会ヨ轡とIF反社会」塞を比較すると，

　第皿一9表、
7　二 ♪ド 』 二

娠斜，9熟
㍗■ ド 』　■r 　　．

手o概ε．．
え　』『

個人遊・戯療法㊨みひ1
人遊麟療法その 廼ひ、、

幽嘩戯麟畑紺

“．－

．ひり．．1、』〆．ン薄，＝

rる’ 無書

、淋・凡

：悲～　．1

じ23属

％・

☆2ヒ・ヤ

8
ン

～』＝ 1ヘド1

・・

50

・俳r』

縦 ．』、
勢』r・r、…一’A 塔㌦81ト、 ．高櫻誓 漁し

塑鰍、噸警欝、 、《黙鷺・

、r鍛融麟ゆ碑麟勲翻合は「煕会群
比多く，r個人上比その他の治療珠を併周している却合

は，
r非社会』群に非常に高くなってO・る1榛騰鹸

ド法jは1「反社会」群に，「個人カクソゼ残ソグ」鋲その

他黛拳療法ゆ群甲を含む） は1一丁非社会』 群殖傾レてい

る　また「「神緯性習癖…その他』 群に， 「個人カウソ亙

卿垣曝伽ない義れら磁果1こは樋糟がみ
鎌懲無8Liβ35・・二・』5％永皐） 、∴1

‘P

『r

　ρ1ぎに障害の診断別にみた春理治療の実施状況を1みる

1と懸御黙ど明昏かな鍾勲結果はみ勢加
騰f麺磯堰那∫は澗蓼行卿9．「騨針
群と・やや類似しぜ「神繹痺」韓つゼても鮒閃題行動別伶

　「非社会」群と一ぐに「輩校拒否」群に準似してレる。ま

籔嚇発響害」灘間題鋤晦P墜余奪
の他」群及びジ・「反社会その他』群と類似しているす「反

応熱榊囲まと～湖騨融ま脚なレ㌔
　r正常範囲∫群は，』年齢的には高年齢群に対する治療方』

法が主に角いられており・，，「登校拒否」 ’群と類似の傾向

力嚇。、　r’一 』　ノ餅　蔓
’『－竪理治療にあたっズもデ問題行動別≧陣害の診断邪Φ

連敵みられ嫌特徴瀬似して幡面力宝あり2 r極
発達轄」及びr反応牲適応噸噸じモ麟し耀

題は魂轡摩1こおい∫も糠での騨懸姥え
．臼る。』、 一　　

［r
　＿ 　　　　　　　　　　　　・一

　　．また心酷即体系とルて・ r作糟測．諮［働
療法』などを冊瀦例は少弊複筋・‘ ≧1くに蝉

校欝朝蔽御鞠こ難6脚難め麺体即
、中で活用することの意義1と可能性について検討する必要

　がある。　　　　　　　　　一・：　～二i

　轡向め調査セは，：一レ弟ゆる 「隼活環擁治療」［の状況頃

『っいてもrふれてみたが，現在のと一ろ；れは特定の施設

・瞬られ・そ耐象購年騨賂レ・；醐鰍つ紬
児囎織…嘩の内容友び醜磁婁鯵麟離

単麹購額騨餌騨麟即遡1硬璽多
　逢。、情舞塵解に酋撃る準漂体系準は　占述のイゼ黍Z蓄

擦麟き，遡縛騨聾療鰹煎鱒，郷ヤ’
盈・．ま魏r生瀦攣製魅・螺璽蝉治慰慧
に・』購生活習慣の訓綴能輝視し酵灘恥’酪

　る。椴短施設どして，、と くに「素行障害」群，「反応性

　適応障害」群に対 して，これらの活用をは蛮うこと嬉つ

・憾も鮒し他塘雛そ碗の騨の治療縣と…
　の関連を明らカに賓る必要）慌あろ、う。

　　ゆ‘像薦澄療に2レ｛鱈　、　・・　 』「
．、1

　　金鴎の調査で示された家族治療別の児童数は第皿マ10・

劾良、おり轡緯べ壽の児警鷲泊療力、腰驚
　るどされ，それが実施されだ劃合は92．4％であった。．今

回凋査練で磯瞳躯騰曄停舜瞬麟所
　が主ζしで宰施した事例はなく　すべて情短施設牟置

　い一殆どが施設のみで実撫して嘩る。 そのうち施誰内で

　行われだものが828％辞施設内廼のほかに児灘の家庭や’

　その地球を1訪問・じて府われだ竃の力一15，9％となってい

．る・ま膜施すること杯磯であった13例嚇“小
　、学生児童であ・り，1、幼児及び13歳以上の児童はすべて家族

　治療が行われているぴ 、［r 「㌧　丸一、i　　 旨　　　、

　　実施が不可能であぢた例は，ン間題行動別では〕［反祉

、、

群が多く・贈の診断別では夢衆簿副群灘
　Tその但」群に多く，これらの結果昧有意雪第5た。ヨ
　r方，心理・社会的環魔ど家族治療との間には特徴はみらi

れなか凝．、 　隔皆．．歴㌃』、1
　　以上し情短施設における家庭治療の重票準が示畿れ荏

　が， これについては，舷鰍所との協ガ俊鑓児童
　ゐ治療とのっながりについてゴ他の内容と関蓮させ蔓履

　　　　　　　　　　　　　」ン　　　・ン・1￥　二　　1
　 ていぐ必要がある。’　　 　　、． 、　　　＿　「＿1
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日本総合愛育研究所紀要1　　第13集”

第皿一10表

男、 女1 計r 構成割合

家族治療を実施せ津

　その必要性がなく実地せず

　その必要性はあったが施設 ・児相ともに実施せず 7
す

13

％

7．6

家族治療を実施

施設内で実施

　施設内での面接の雄か家庭・地域訪問面接

　施設と児相で協力して実苑

工05

86

17

　2

．52、

44

8

157

130

25

　2

92．4

76‘5
．14．7

1．2

児童相談所が主として実施

計 1 112 58 1
・7・ 1 100．0

！6）滲療郊果に？いて

　情短施設における児童の治療効果は1 これまでにふれ

てきたさまざまな内容の外に，児童の陣喜の程度など，

多樺な変数の総合化の中で判断さ匁るもりであろう。今

回嫉個々の児童の治療効果についての総合的な判断を4

段隊に分類して記入してもらった乙その結果は第皿一11

豪の一とおりである。

第皿一11表

牌 女／計1繊割合

非常に良好l　gl8 1，・71・…％

おおむ．ね良副53L虫」39・4
やや艮；好「司1 琴61 6213載5

転帰値一　4Σnl＋3Σni＋2Σn皿
　　　　一4（Σn廿Σ町＋Σ町＋Σnw）

と くに効果なしい41・241・41・

許 ／・121581副1・…

　ただし

　nl…同じ群内の転帰度工の児童

　n豆…同じく転帰度亘の児童

　ロ皿…同じく転帰度皿の児童

　趣v…同じく転帰度Wの児童

　したがって転帰度工の児童のみの転帰値は100，転帰度

豆の児即みの醐値は75・齢凱のみの児卸鯛
値は50，転帰度Wの児産のみの軽帰値は0となる。

　今回の調査における転帰値の総平均は57．8であった。

　治療効果とあわせて終了率についてみたものが，第皿‘

一12表である。転帰度の順に終了率が低下し，中断1（終

了せずに措置変更したものを含む）率が高‘なマてお

り，その結果に賠有意な差がみられる。 終了率の総平均

は83，5％であった。

第皿一12表

　全体の85．9％の児童に何らかの良好な結果がみられ

た。そのうちの約半数近くが，「おおむね良好」の転帰

である。

　ところで，治療効果について， より具体的に検討する

ために，4段階を次のような転帰値に変換して比較し

た。即ち5転帰度については，、各段墜をつぎのように重

みづけをし，転帰値をつぎのように算出した。1御劇動づけ
非常に良好／・ 4

おおむ9ね良好 五 1 3

やPや　良　好 皿 2

とくに効果なし」w　l、・

　　　　　　　　　　　国盈1詳騰

転帰度工終　了 9817 王00、0

非常に良好　中断等　0　0　0　0，0

転帰度∬　終 　了　501464 95．5

おおむね良好中断等　30’311 4．5

転帰度皿終　 了31
1950 80．6

やや良好中断等　5712 19．4

転帰度IV　終　　了　8　31145．8
とくに効果なし中断等　6713 54．2

・計
終　　　　　 了　　　98　　44、三42　　83．5

中　 断　 等　　14　14　28　16．5

（註）比率は各群の終了率，中断等の率
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網野他・情緒障害児短麹治療旛設紀器む藩診断な踏疫あ体系に関する研究

、ぐ、II』1、榔』』1｛ 輔舞1，ll庸一

転1 搬既．恥　 414’F

とくに効果なし 　　　11、

　　　　1ξ17ト
15

13ン 　　、レ興♪ 二

㌧『［ 　ゼ評≧
1卜 』義42』11　』／28斗 ｝‘

ふ
－1170

二r轍§嚇纏』諮。r灘 ｛』1∵．、，』

．誕鯵癩、値礎了率鱒“癖艀参、磐・炸

別，轡獅、酵奮樋脚期魁鱒鱒零う

の児童では転帰度工の例は皆無であった。諌た小学校高

学年の終了率は総平均を下廻っており，12歳児の治療に

づいて1ま・治療内容ぐ為もに・、：溌療爾舞続蝿参慮障問題 亙

が残されていう。

　問題行動別並びに陣害の診断別にみた転帰値及び終了

率は第皿一13麦第皿一峨のとおりで麺評
　　な．‘，　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご琶

　第皿一13妥
　　Lし　　　　　 　　Σ　　　　　　　　　　　　　　 　　　〔遷

非牡会群反社会群一神経性
登校飼その礁ち出聾の曄卿

習 癖

転i‘稲・鴨

終．字率
　　（％）

5615’・

79．6

（註）

・： 591 2 5害fl
86，r8　　85．7

5815

86．4
7619

（費）①》1L傍線は総平均を1下廻って亙・』るrもの）1以下の表に

　 ＿つい頴も同樺で義多も；∴一ヅ』演1 急団こ：㌧㌧ 1軍ll

』二1②園自閉症率自閉症様児二（6列）三のヂ均転・鼎値は

憾6篇で麺・1、弓露1｝1笹帽峨 謄乱叙1譲
　第皿一14装・＝党王一「：f霜1派・ ζ嘱』 7∫r』 ・・r』

＾“

　　　　騰騙讐臨翻罐睡乗φ他

転蹄循
了率ilしとで％）1

な【r 『・

61．3

5．0

4　　一

　　ど・52．3。一　一

7．』3

丁一r．↓

κ　■　　　　

59』1

0．9

　
54」0　58．0　－

80，0　77．3・【＝τ1一　

61．5

84．6

邸麟騨」 群購顧紅率幽鱒均
、虞』り1大きく下揮ってい為。　 、で

1誤づぎにレ心理社会的環境琴口にみるr妬紫帰値の総平均

1を禰る嚇襯曝育り噂沖の：！r獅蜘』
』群ξ’ζ53・8）♪ r統縄剰』群（鷲2）であゑ 購は澗
瞬別め加1沸出し壌及び噸診脚
』r頬呼割群の蝉鱗釈、この餌馳： ∫獅障

割．群につ噴ては嗜φ環顛邸勉1輝簿鰍にお

瞳輝り憾 購蝉叫麟るレ・は蝉黙曜
立などを含みた方法を加える∫ミぎか・昂為いは他爾施設

での処遇を考慮すべきかのひと？の検討素材右なろう。

また・儲のr翻過剰群は・r鰍聡“鱒、y紳
』「神経症」 を中心とする障害の程度の重さと関係してい

畜。

”n
荘つ桝 雌治細蘇鰍び郷騨瓢rl5表の
f描り筋る沸取r個人遊蝉肉を主として勝
率ものの華滑値が商レもそれ以外の群嫉すべて緯平均を

ザ廻り，と勲こ，．』「個人カウソセ．リγ4・ブラ不」群，

∫更「そ西他』群のやや曄年齢群を対象とむた治療の転帰嬬

倣であるg賦狛療方法の騨州鱗堺び鱗の

癖考騨れ沸駅あろう5

蒸蜘r15熱』ビピ

　ドベげ　 　 　ド

軽爆偵貞・

稚不率蘇
　1（％）’

　縁動象繭麟髄纏頓と離φ診断廉翻
　ずるど∫ニヒれまで，r類似の傾向がみられた も¢）のうち；

’丁非社全ぞめ他」，群及びレl　F反社会その他ユ群と， 1「特殊

・発達障害楽群とは台この点廼も関連性が1高いし嶺たし・

｝r盗み…持ち出し■群とヂr素行障害」」群と伶関連性箏

1み馳る識汎汀登校拒否」群とi轡盤鱗及び
　ヤ正常範囲」’群とでは，㎏いずれの群も転帰度血が約半数

　を占あ紀磯る点で類似性は高いがレ他の転帰度の分散の

　違勝かち証転帰値4）上：でばやや関連性がぢすぐなちてい

こ二 6Q．4

79．2
■いじ．

き憂6年・う、1塾～璽一 二 塑三・＝鯉

　　　87、5　　9L．＄・　　75，0　 77．8

　　　　　　　一　』レ　ζ冨「 r　い　1　 　　　　　　　　二　〆　　　’　■

嘩蘇榊嚇沸鰯宰塵が冬可静あ挙轡φ

構鱒療爆噸綾紳づて1碑典6）ジ 墜
磁内⑳晦の獲郷即家族治療を実触騨
締を⑳癬㈱晒れた一（麹鯵齢
酵49・・溌相紬坤厩・

・癩輌磯難晦飾な家蝉療瞬無晦
’静繍伽儲牌鞍奪働重くジ弊鞭葬勲
羅騨訪問にタ嫁麟勲みで瞳帰岬難轡
鹸釧硬ほな帰姥筋れす退粛吻睡附
連して湛祉体系御での艦ゲ知ゼレこ触脚∵
設 とその他関係機関の役劇分担比づ“宅の課題が提起さ

れているよ う比思われるポ’』1 ∵
「二』、 k3

　 （7）・ 1在所瑚商にづいて・二㌧』　1』1・・※ト　5｝乙I」 ㌃

　今回嘱査対象となっこた退所腿の在所期間聯血与

破のとお弊あるら 鱒均赫期間1ま1璃か聴あ
る。最も多いのが，6か月以上11年未満の礎導次潔矯r
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第皿F1、6表

男 卜女 計 纐齢
未満． ％

鯉6か月 13
1工・ 24・ 14ら1、

～12か月 26 17 43 、25．3

～18か月 28 』10、 38
22．4

ん20カ1月 一25 11 36 ’21』2

～30か月 一10 8 18
10』6

30か月以上 10 1 工1 ’6．5
、　　　

計 112 5合． 17P ．100，1

総平均在所期間15∫1か月（1年3か月）

1年腿上1年半未満　1年半以上2年未満となづてい

る畝なお在所期蘭の最低は1が月が2例あるが，中断な

、どによる退脚を除くと，治療の最低期間は，4 か月前後

と考えられる。一方最高期間は3年1正か月を先頭レも　3

年以上が0．5初みられた。 』

　年齢別では低年齢程在所期間が長く，年齢が高まるに

蝋働くなる傾向がみられ嬉く壱亭職腿非常に
短かく，平均8．2か月であった。しが し13歳以上になる

≧・また曇くな鱗、総平卿師期彫rりは鋤外
こ騨鱗果悶樋雑嚇られた一（細卜職）三、
　ζれを間題行動別宅み1ると丁非杜会その他」！群（平均

第皿∋1酸

～6歳　～9・、歳　110・rU歳　’12　歳r13歳々 計

　　　未溝
　　r㌘6か月

　　～12か月

　　～18か月
　・ ～24か月

　　ん30か月

、．3σか月以上．

　　2．r

”　2L巨

　一4＝

　 3
　　3r 牝

　”3ぺ

5
12

11
17

11

13

16

18

13

．3

0

3
8
1
1
0
0

11　　　　　24
5

4　　　　　38
2　　　　　36ヤ亭

1　　　　　18

0　　　　　11

言十
＞” 亨・・ 64 63 13 13 170

平　　均 18．6か甘　1816か月　珍 4か月， 8．22・月　　r．13，5か月．　 15．1か月’、

X2＝40』242 o，5％水準1
「　〆　■

17・7か月）及び「反社会その他」群（平均17．6か月）が

最も長くし・『盗み。持ち出し」群て平均1ま5湊月） が総

平均に近く1「登校拒否」1群（平均一12泊旗月）∫・、「袖経性

習癖」群（平均11．6か月）は総平均よりもかなゆ短かい

煤回参みら砲た？、また・ 障害の診断別、で乙1ま， ∫5群』中・

r特磯騨割群（鞠・6・7胡）声拠長く，r寧

御副群二鐸均斗5・2朔）が総平爆嘩くモ、r確症」

群（平願3⑳恥r臨騨辮害群（平勘310か
月）「正常範囲」群（平均些3，q喬丹〉1参緯平均零りも鱈

％革徳塾ま：でり醜嚇似傾向獅わ醤える

転 「苅攣騨害」、恥除き・ 腰鰍在所期間の開
導悔嫡検耐膜緯する．ものと考えう“く・ r 、ほ：

　な戯 「5群」．を除く・ 「そり他』．群lp在所期間の平均

はかなり艮い（平均17・・o朔）・・』・マ δ、1’＝．．

在所期閲を心理治療別拷参るぢ平麹祥所期間の長い

方から順に・「個人遊戯療法その他」く群｝ζ 「個人遊戯療法

のみ」猟「集団遊戯療法その他」 群べ「隼活環境治療そ

の他」群，「偲人力穿ン勺現マグその値』1群，「その他」

群とな？ている直 篭り漣関1こ昧有意な結果が1み』ら紅る

（冬2翅，7270、5駄準〉。．

・． の傾向は』年齢別1問題行動別並びに1’丁反応性適

応陣害」群を除く障害の診断別と関連性が高い。 これら

の傾向から予想されることはF 在所期間と治療効果にも

何らかの連関がみられるのではないか， という〔ことであ

る・それについてみたものが瓢『18表で妙
、、．、、

第皿一18表

在所期聞の1年未満と 1年以上とでは，．後者が著、る1しく

転帰値の平均が高く，また終了率についても同様の傾向

がみられる。やや詳しくみていくと在所期間がきわめて

短期間の転帰は不良ではあるが， 平均在所期問がユ年前

後で転帰度1のものの割合が高く， また2年以上でも転

帰の良好なものが多かった。この点でド問題行動別と障

害の診断別の関連性でみた転帰値の分散にっいての背景

を明らかにしてみたい。即ち，在所期間の平均が短期の
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も犀）のうう　F年常範囲」群曝無鄭薙治療勅果⑫あ萎う

もの参多く，「神緯痺」多・群嫉毎期雫曝概して軽燈が良好

であるが，長期程その傾向は弱ま：多“　そ・しズ・「原応性・・

適応障害」群の転帰値曝概レて低い。‘、．

　一方，在所期間の平塊が長期のものでは，「特殊発達

障害」群ほ生理学的障害の著見のあるもgを倉めて是期

で治療効果の》がるものが．多く　lf素行障害ミ群は長短

の期間にかかわり款く　転掃値礪やや低ぬ　　　C，㌘

　r5群」・以外瞬そ卿」群は在所期働ミ顯で鰯

が良好である箏例が多い。。、n、　 ㌔δン11 摩‘　．

　軽度の情緒障害児を短期間入所させで治療することを

原賊す硝短鰍ではあつ紬その睡書や嫉陣
齢により，・期間毎の治療効果は多樺である『・，㍗れら、の蜘

料を素材として，今後治療の主たる対集とな6陣害の種

類をあらためて確認しながら1その程度や撮齢に応じた

治療方法と治療期間につ魅、て検討する必要がある

　、（辱）』退所時の処置瞬つ》て1、”》

　い情緒障害児め治療体系を考え為上で，｝今回り．調査で

は，児童が退所する際にその後の方針がど¢〉ようにたて

られていうや畦つレ～てもA．検討する一≒・≧しオδ、退所時

の処置別児童数は第皿一19麹のとおりであるδ．・ぐくk『一

、第皿一1曝
甲　、■、

1　、』

家　，　庭　　 復・ 咳 帰』

’／　．．とくに在宅指導二、、治療不要・

　　　　ド　継続通所指導・治療必要
　　　ず　継続家庭訪問指導。治療必要・

　そト、一．の・㌍㌶他
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欄1，ll

家庭に復帰しな遷童力錨9露を占酸　その6．割’、全体

の、す聯働，事後鱒舶麟源ζし勘拠海後

鱒治馳藤妓て晒⑫窺輝導磯蹴、、
澄療を必票ξすξも吸（14』1疹）罐最も多い。潭風年

糊観御館凪・照∫・一
　間題行動別では・了峯後指導拍廉を必要ζ『しな憾もの

樋舘，r登校鮪」敬螂ユ％凪反融紛餌」iξ

群（寄2，3紛伺蹴母ρ他」，群，（5卿職・，贈雛習・

癖・，煙他」敬（騨％）・y隆み滞ち幽轟（3雛

％）曝嬬つ動銚晦み．・持媚し』 群の筋・

他の騨へ樋膿躯嘩必甦レた鰍ま騨
％ヒ真艮を矯レ登　）ヤニ専 罫A 、．1・r　　ご　ンー』（ヤ莫、

　障害の診断別では，瑛後揃導駄治療奪必票とμないも

のり齢を泌ξ晒群」では母獅囲」嚇9咳
に達している5以下・「特殊亮煙障害」舞（曼7坦綴》庖

r羅捌舞（4留彩） 倖騨害」群（鯉％〉・ 騨
応性適応瞳害ヨ群（鏑込％）の順噂ある　㌧し頻レ露「そ

の他」群雌β艇髄・虐禅は有意雛が紡糠
（X2：〒33，793』・器，鱗励準）だ・1・L、

「・ 聖

　串らρ鮪は瀕効果と邊所時の処置の連関を予

燦せると鰭弊磯断卿f露↓は蘇働
恋後畢導←治療添要と関連悔が高睦力， 第1肛一20裟酒も

みられ葛ように全体に一も有意な連関力｛みられる，，（｝嚢2昌
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い6たとごろ，・前者にとぐに有意な結果ほ示きれなかっ

たが，後者では，有意な結果がみられた。と・くに家族治

療実施木可能群に礁後指導・治療を必婁とするものの割

合が高く，また，施設内オセラビストめみが面接した場

合と，指導員など他の職員が加わった場合と・では前者に

褒後指導・治療を必要どするものの割合が高いと卵う結

果が示された〈第皿一第21表％

　家族治療の実施不可能群の多かづた「素行障害」群

とザ「その他」群の両者がとも比， その転帰め度合いに

かかわらず，班後指遵・治療，とく・に他の施設や病院で

め処遇を必要とする傾向が指摘されよう。また施設内面

接の外に家庭，地域での面接によって家族治療を実施し

た群の転煽値の平均はきわめて低かった．がレとくに，

「反応性適応障害j群に対する事後指導3治療の必要性

の高いこ乏が未されている己

r2．　・ 通園部F目

　通園部門を設けている施設は第皿一1表のとおりr施設

N“6（以下Aと略）及びNo，10（以宇Bと略）の2か

所である。調査の対象となった児童数はl　AのM名（男

児11名』P女児3名），Bの3名（男児のみ〉計17名（男

児14名・女児3名）であり，きわめて例数が限られてい

るので，以下調査結果をまとめ，特徴的なもののみを指

摘する。

　（1）年齢別

　Aでは， 8歳児1名を除き，幼児が対象となってい

るる一方Bは調査時点では，10歳（2名）11歳（1名）

と小学校商学年が対象となっている。

　現在通園蔀門は，』家庭分離を必要としない幼児の治療

が重視されつつあり，今後学校教育の体系で特殊教育が

すす範られる傾同4ン中で，一腰幼児の治療体系の強化が

求められつつある。しかし，その対象児については，つ

ぎのような特色がみられる。

　（2）診断の内容について1

瓢r2嘩呪おり・Aでは，瀦㈱の範ちゆうに

第13集

必要とする何らかめ障害のある児童が主である といえよ

　ら。またBにおいても言名がすべて「自閉症・様」群で

あり，障魯の診断別ではすべて「幼児精神病」群であ

る。年齢層は異なるがAと同様の通園治療体系といえ

る。

　（3）心理治療について

　通園部門における心理治療は》A・B両施設ともすべ

て，「集団遊戯療法」 を主としており，A施設において
は』「特殊発達障害」 群に対しで， これkブラスして，

発達訓練を個別に行っている。

　低年齢とく比幼児に対するインテンシブな治療は，収

容，通園を問わず集団遊戯療法がその核となっている。

　また，通園部門においては，A，・B両施設ともに他の

療法を併用している。

　（4）　家族治療について

　通園部門では，家族治療はその処遇の一環として含ま

れる場合が多い。今回の調査結果では，すべての児童が

セラビストによる施設内面接を通して家族治療が行われ

ている。

　年齢が低い程家庭環擁の商題とくに親的養育の障害に

対するアブローチが必要であることは言う迄もなV・こと

である。

　しかし，今回の調査における対象児の特殊性からレくっ

てlr に情緒障害児のみならず，何らかの障害のある児

童に対する通園治療乃至指遵・訓練におけう家族ケ㌘ス

。ワーク的アプローチの重要性がより強く示さ慕ている

といえる。

　（6）在所期間について

　在所期間についてみると， Aは第皿一23表のとおりで

あり，Bは1』年未満（10か月）が1名，2年9か月が2

名となっている。いずれの揚合においても，精神病や人』

格障害のみられる児竜に対する通園治療の期間は長く，

第皿一23表

含まれる対象児よりも，幼児段階において治療的環境を

第皿一22表

発害　言語倖害

神　経、、症『

7

0

0

1

7

1

人格障周 2

1 1・II3
3．ll・4

A

計 1工

1「罐樽lrその他州計
一6か月未満1 41

・・ 4

～1年
5 0 5

～2年
11

2年以上 0 2 2

計 10 4 14

（参考）平均在所期間

A……「特殊発達障害」群　7．2か月
　　　　　　　　　　　　　　＞総平均12．2か月　　「その他」群　　　24．8か月

B一・総平均　　　　　25．3か月
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丁特殊発達障害』・群てすへて幼児）琴対する通園治療の1

期間は短かい。　これは転帰及び終了率とと「もにみrζ轟～く

必要があろうも　』∫　、　さ　　　　㌧　まr ）㌧

　（6）治療効果（転帰）及び退所，時の処置について
．』

通園部門にお、け る1治療効果、（転帰）についてみる乏 ，1

真における転帰値の平均は732である　→方∫・－Bにおい

ては3名ζも転帰値1皿であり窮転帰値は．しオ、湛gて

50．Oである。双れの施設ともに転帰木良のものはなかわ1

た力転禰織に差がみ旅る拷舗で・・甑を終

了率かちみると）、Aでは平均が28．6％であ・り　障害の診

断別でド「特殊発達障害』r群はすべて中断であり「・で・その

他の群（3名）はすべて終了している。’B薙はすぺてだ

終了し、ている　　、』　．　、　　　，　、　　　1　く・　’，、

　一れらの結果壷まP収容部門と異なうた傾向であ・りeむ

しろ情循障害の治療ζやや異質の性格を含5でいる、’即

．ち，みにおk）又壱亀主とLて就学前の発達障害児に対する

治療志 りも摺導　訓練の方法及び効果についズであり錆

中学

で乱ン、一

嘔年
』く冷

1へ「

こ）

　一ビ’

　　幼児
　て・　　　ド・　　　’二■　F　r一獣ξ一撚＾

　　　F短期間「1　（在所期間y’

　　ヒ　しイ　　　　　　　 　　　　ロ　　 　　　　　ド

　　”灯…雌鯵麟瞭舳璽
！　⑧…　　　＞、∫㌧1

’ヤ
ヒP、㊥…

だ一浜一一℃、・　　　　　　　　＿　　　　　　』

Bにおい七は小学校高学年の精神病などのみられる障害

児に対する治疫の方法及び効果につヤて密ある。いずれ

め場合廼も，・就学前の時期あるレはトー小学校力ら中学校

に加拠の治療1指導の継雛と， 髄1して・レ・るン即

ち，し退所塒の処置をみると∫「Aにおいては癖後指導≦・治

療を必要と甥〕る循のは12』名にすぎず　就学前段階での通

園治療ほ治療段階のひと区切り・どして考麟されズ恥ると

賊よう．一鎚におい繭ま，隷べ藤後指導治療を

必要とし，御瀕縣との関灘が考慮さ紋レる・
　一れらの点は，。情緒陣害児の治療体系の「あ『り方を考え

翻合噸麟騨細と厩る・ガ・一
　3」情短施設における診断1‘治療φ体系　、．　 二　怯

　以上あ点を総合し，その治療方法を中心に，年齢，1ζ障

害の診断別，治療効寒（転帰X在所期間との関連で・

情短施設における治療体系のあり方について　ぞの図式

化を試みる類らば　次のようになろう。で　説きシF解

　とくに「反応性適応陣害」の診断がなされている児竜

　　　　　　“、嚇！、’⑧　、｝一㊧　　・ 1
　　　　　　　　　　　酒　　　　　劉

　　　　　　・1、麟璽無

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’儀

　　　　　　ハ靴行・　　　　㌧　1＼、
　　　　　　（　　　　　　　　　　・”：才　　、監、＿
　　　　　　勿　P一‘・、“　　　　　　　　　　　　8

　　　　　　　’障 劉、．　　　　　　（Σ｝
　　　　　　，轡．　　…鱒｝’・

　　　　　　　マ、［朔〉．r　　瓢⑱蹴蝿1
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（＝岐

　　　　　　 ン㌧’　　　　　ぐ■■・

’＝・ 　　　　ぞ■の1他
　　　　　　　作業療法り
　　　　　　　行動麟
　　　ピ　㌧　　　「など
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分析するこ、とによっ て，情緒障害児の診断と治療の体系
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設鞭の畷づけ及び今働あり方を検討涜る靴舶亨

的と1した　　　ぐ、い　 』・　　　　　　＿’、刃　1　睡『

　2“二の研究では，全国の情短施設＞QPか所）箆封象

として　昭和50年度の、1年間に退所レた児童187名峰収
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る。1 二

　 （1）』情緒障害の診断に ついて

．』いわゆる情緒障害の範ちゅうに含まれるものは，今回

翻査の項目のうち，・二「正常範囲」，「反応性適応 障害」，

「特磯騨則・・陳行障割榊経症」の』r5群」で
あると考えられ争（「5群」で全対の約85％を占める）。

こ尊を従来から馬いている問題行動別の分類と関連させ

てみるならぱヂ「素行障害」と5「反社会的行動」との間

に，’及びr神羅症」 と「非社会的行動ま、ξ．．くにジ「登校

拒否⊥との間には高い連関がみられる。． 1また，「特殊発

達陣害」と，「登校拒否を除く非社会的行動」及び，「盗

み・持ち出しを除く反社会的行動」 にも商恥連関がみら

れる。．

　L方・情緒障害の機制と密接な関連のある 「反応性適

応障害」はその診断の根拠がきわめて多様なものを含ん

でいるため，最も内容が とらえにくいもの’と』な1ら てレ ・

る。

難擁鍛が入所触としているもの壱ま離度の
情緒陣害を有する児童と1されているが，上記「5群」で

は， 「正常範圏」f、の灸誇が一それに該当し，、他4）4群は軽

度のゆザ難あゆ注、で広翻ゆ妨ている♂ ・

障害の鞠うから除いて考器てい苓べ鞘φ壌奔

醐鰍贈脚て考騨挙漁繰歯
（咽象舞難賊騨て、i〆［戯
耽 噸搾％卿卸噸魅辱瞬糀ε

されていそ鈴回の髄墜つても・噸璽こ麺鯖

職児嘩容濾の醸め酬ご ど幣・趣そいる力叉・一

以下に示す麺騨禰騨罫転帰〉艦果は，小学、
校から中報にかけての瀞殖鱗を考慮す猪点を

多く含ん郁る睡ぐに榊経釘r正欄朋」、（問題

働では「登搬否」璋魔rその他」瞬碗郷っ
いては，13歳前後の施設治療のあり方をあらためて検討

」驚響繍欝灘雛縫総1節縫欝鑛麟難警製

すべきである。

謀以下1旧とtぐに収容部門についてふれると

li（3》二治療について・』、い、

　情短施設の潜療の特色は児童に対する心理治療にあ

る」え現葎最も多）く滞賂られているものは，「個人遊戯療

法」及び 1「個人遊戯療法を主とし，集団遊戯療法を併用

1するrもの歩であ葛罫また1・障害の診断別，年齢別によら

’て共通にみこら舵る特徴が・ある。．

・今後，殊情緒障害児に対する治療体系と』じて，』』「作業療

法」，「行動療法』を積極的に活用ずるiと’どφ意義及び可

能性を検討すべきであrり，また霜いわゆる，窃「生活環境

　治療↓について，1心理的環境治療のみならず，日常生活

　指導訓練の活用を考慮する、こ、とが考えられる。この点は

　とくに，たとえば教護院などを含めて，新しい治療体系

　を考えていく際に必要なことであると考える。

　、つぎに，家族に対する治療は情短施設ではすべての謬

　例に対rして必要であると考えられており，情短施設で家

　族治療を実施している割合は対象児の90％を 超えてい
　る。

　以下に述べる治療効果（転帰）とも関連し・情短施設

　の家族治療のあり方， 及び児産相談所など，他の実施機

　関との協力，役割分担の体制に問題が残されている。

　 （4）在所期間について

　今回の調査によれば，対象児童の総平均在所期間は1

年3か月である。年齢的には低年齢程在所期間が長く，

　高年齢になる比従って短か・くなる傾向がみられた。

　 現在，情短施設の治療の期間砥短期間であることが原

則どされている。今回の調査では，在所期間は障害の種

類とともに，障害の程度，即ち，結果的にはその治療効

果（転帰）蹄接に髄勘ることを示している。軽度

イ錫食騨おおむね4塑揮侮の治療期であると
考えられ多が』しか1し璋以下に述べ多治療効果’（転帰）

なり・情緒辱魯児め牌騨鞭す繍茎大きい・

…（5プ瀬蕨㈱諮退所時の鰍ついて
　　今回の調勲対象と な読燐全体の85．9％に何唖

㌧の蹄蠣知搬駕齢値傭物鶴8砺りl
l・櫛く壱論おむね良愈の転廠あづた。三治療の終

1・』ア率の総雫均は83．5％であった。年齢が高くなる程，転

舳ま低くな異おらぼ裁左所繭あ1・年前後で転

　帰値の高いものが多く， 嵩の時庫堺障害の種類及び程度

によっては諮麟齢昧の碑舜按ラている。し
かし・総ヒて在所鯛根哩蘇値ゐ宰，均は高い．と

くに2輸齢もう塵づゐ治麟画幟となって
いる。一

　障害の診断別に，． その陣害の程度を考慮にいれながち

令析すると，「正常範囲」 は短期間に治療効果めあがる

ものが多く・「神経症」は短期問で嫉概し淀良好な軽帰

がみられるものが多いが，長期間になる程その傾向は弱

まる。また，「反応性適応障害」の藪帰値は概、レて低い。

r特殊発達障害」は長期で治療効果iめあがる竃の参r多

ぐ，r索行障警』は長短の期間にがかわりなく ，』［転帰値

はやや低い・r精神痢などの瀦贈め範ちゅン弧含

まれない「そめ他」の騨鞭騨が曇期で1』しかも

転帰の良好なも4）が多い。

i170前
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　治療効果（転帰）と退所時の処置との連関は高 く，

「5群」については・ 転帰値が高い程1事後指導・治療

が不要なものの割合が高ぐな っている。 、さら昏ご1児童の

心理・社会的環擁のうち，「親的養育の欠如」 癖に礁後

指導・治療を必要とするものが多くみられ，、家族治療の

実雄が不可能であった群に事後指導・治療を必要とする

もりの割合々｛高》・。憐短施設における家族治療のあり方

礪一寧で峠ない。 これは他の案施機関とり協力，分担の

・体制のあ1り方とも多・かわって野るε

　この研究は，』心身障害研究費によrる「情緒障害児の治

療に関する福祉体系りあり方に関する研究』（主任研究

渚騨弓）の一部ダ して行硫⑫であ多・

顯驚1
、、礼．P「 　　｝ち：一rr’
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